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あこがれの自分を求めて
平成２８年度入学式

４月６日、平成２８年度西山中学校入学式が、厳粛な中にも爽やかに行われました。

昨年、一昨年と２年続けてインフルエンザ禍に見舞われた本校入学式ですが、平成２８

年度は一人の欠席者もなく、元気いっぱい行うことができました。

今年度の西山中学校のスローガンは「さわやか西中 あこがれの自分を求めて」です。

「こうありたい！」という願

いを常に持ち、その理想の姿

に少しでも近づけるよう努力

していきたいと思います。

平成２８年度の学校経営の

方針については、次回以降の

学校だよりで順次お伝えいた

します。

平成２８年４月８日福島民報より



平成２８年度入学式式辞
平成２８年４月６日

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さ

んは、今日から、伝統ある西山中学校の一員です。

担任の先生から一人ひとりの名前を呼ばれ、背を真っ

直ぐに伸ばした姿勢に、「今日から西山中の生徒として

頑張ろう」という意気込みを感じました。こうした皆さ

んの姿は、『さわやか西中』の基本であり、心強く思い

ました。

中学校生活は、長い人生の中で、最も伸び盛りの、大

切な時期です。一日も早く中学校生活に慣れ、充実した

毎日をおくって欲しいと願っています。今までの殻にと

らわれず、新しい自分を見つけてください。また、友達

や先輩の素晴らしいところに学び、互いに切磋琢磨し、本校を卒業する時「西山中学校に来てよかっ

た」「西山中学校で学んだことを誇れる」と、実感できるように頑張ってください。

さて、今年度本校では、『さわやか西中 あこがれの自分を目指して』というスローガンを掲げま

した。その上で「一人ひとりが確かな成長を実感できる学校」を実現したいと思っています。

西山中学校では、これまで多くの方のご支援をいただき、『会津一小さい学校で、日本一の夢をは

ぐくむ』学校を目指してきました。この流れをさらに加速し、皆さんとともに夢を追いかけていきた

いと思っています。そのために、「あこがれ」をキーワードに次の三つのことを希望します。

一つ目は｢高い志をもつ｣ということです。

「人間にとって最大の危険は、高い目標を掲げて失敗することではない。低い目標を掲げ、それを

達成してしまうことだ」といわれています。

あなたが「あこがれ」るのはどのような自分でしょう？中学生としての「あこがれの自分」を具体

的にイメージして、その姿に向けて勉強にも部活動にも、高い目標・高い志で努力していきましょ

う。

二つ目は｢自分を鍛える｣ということです。

平成２８年度の西山中学校の目標の一つに「自己啓発力の育成」を掲げています。自己啓発力と

は、自分を鍛える力です。

皆さんが卒業した西山小学校の教育目標には、「大空に向かってまっすぐ伸びる西山の杉のよう

に」ということばがあります。厳しい寒さに直面する西山の杉は、木が締り、良質の木材として成長

します。

人もまた同様です。難しいこと、苦しいことに出会ったら、自分を鍛えるチャンス、一段と成長す

るチャンス、と前向きに考えてください。そして自分を鍛えることを通して、学ぶことの厳しさを感

じ、学ぶ喜びを味わってください。

三つ目は、「挑戦する」ということです。

中学校生活は失敗が許されるところです。むしろさまざまなことに挑戦し、失敗を繰り返すところ

といってもいいかもしれません。そして失敗したときにはしっかり振り返り、失敗から学び、それを

生かしていくことです。それが皆さんの新たな「あこがれ」の自分の開拓につながります。

皆さんが、学ぶ意欲や伸びていこうとする気持ちをもち、挑戦し続けることに応えることができる

よう、我々教職員も、授業や指導する力に磨きをかけていきます。

小学校でも楽しいことはたくさんあったと思いますが、中学校はもっともっとダイナミックです。

感動で身体が震えたり、鳥肌が立ったりするようなことが何度もあると思います。困難にぶつかるこ

ともあるでしょう。悔し涙を流すこともあるでしょう。

いろいろな出来事に、頭と体を総動員して精一杯立ち向

かってください。そうした経験の一つ一つが、皆さんを

心の痛みのわかる優しく逞しい人間にしていくのです。

「努力する者は希望を語り、怠ける者は不満を語る」

と言います。皆さんには常に希望を語れる中学校生活で

あることを望みます。そして、中学校生活を身体全体で

味わい、楽しんでください。

今日より明日、明日より明後日と、 一人一人の生徒

が、そして西山中学校が着実に前進していくことをお約

束して式辞といたします。


